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本論文では、高度好熱菌効ermus thermophilus HB8 由来 RNase HI (好熱菌 RNase HI)を対象とした、好熱菌由
来酵素の安定性-活性相関の解析、また、本酵素を用いた産業的利用法の開発について論じている。




酵素に存在する 4 個の Cys を Ala に置換した変異型酵素を構築し、その熱安定性、酵素活性の解析、及びペプチド
マッピングによる解析から、本酵素の CYS41、 CyS凶聞に、試験管内において自発的にジスルフィド結合が形成される




行い、 300Cにおける酵素活性を向上させるアミノ酸置換 3 種類 (Ala12→Ser、 Lys75→Met、 Ala77→Pro) を同定
している。これら 3 種類のアミノ酸置換をすべて組み合わせた場合、ほとんど不安定化する事なく、 300Cにおける酵
素活性がんt/Km'こして40倍に向上する事、また、 600Cにおける酵素活性も向上する事を明らかにしている o これら
の結果は、好熱菌由来酵素の酵素活性を、安定性を減少させる事なく向上させられる事を示している。
第三章では、耐熱性 RNA 制限酵素の開発を目的として、本酵素に DNA オリゴ、マーを連結したハイブリッド
RNase H (好熱菌ハイブリッド酵素)を構築し、大腸菌 RNase HI を用いて構築したものと RNA 切断の配列特異
性、耐熱性、及び反応至適温度を比較しているo その結果、好熱菌ハイブリッド酵素は、 RNA を配列特異的に切断













第三章では、耐熱性 RNA 制限酵素の開発を試み、大腸菌 RNase HI を用いたものより耐熱性に優れた酵素を構築し
ているo
以上のように、本論文は好熱菌 RNase HI の安定性-活性相関を理解し、本酵素の産業的利用を図る上で有益な
知見を与えるものであり、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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